
        

   

別子山の南側 足谷川沿いの谷に旧別子銅山跡が埋まっている また、別子山の稜線を越えて北の新居浜へ銅を運ぶ銅の道があった 2012.10.27. 

この別子銅山が近代化される前 別子山の南北両側の銅山をつ

なぎ、最短距離で新居浜の港までを結び、銅山の隆盛を支えた

銅の道「銅山越・泉屋道」があった。 

銅山を経営する泉屋（住友）によって建設され、銅山の隆盛を

支えた「銅の道-銅山越・泉屋道-」別子銅山の近代化以前 別

子山の稜線を越えて南北両側の銅山をつなぎ、さらに最短距離

で新居浜の港まで人馬一体となって銅鉱石を運んだ「銅の道」

である  

煙害で丸裸になった四国別子銅山の別子山は 100 万本を越える

植林推進と約 100 年近くを経て 今 緑の山が復活。旧別子銅山

跡の産業遺産が自然の森の中に埋まっている。  

別子山の稜線を越えて 南から北へ伸びる銅山越の銅の道は今

も古き旧別子銅山跡を巡り、 別子山を訪ねる静かな登山道とし

て整備され、緑の森の中に健在。 私にとっては念願の別子山銅

山越 Walk。 前日 松山へ行った帰りにあわせ、 全山紅葉に彩

られた10月27日この銅の道を歩きました。 

  

紅葉の山中に埋まる旧別子銅山。 かつて、亜硫酸ガスで丸裸に

なっていた山々 そして旧別子 別子山村の役場もあった大集

落や・大銅山の鉱山諸施設などの産業遺産がこの山中に点在し

ていたとは信じがたい。 今は別子の自然の中に溶け込んで「東

洋のマチュピチュ」と呼ばれる素晴らしい景観を作っている。  

以前 2005 年秋別子銅山記念館・別子マイントピアを訪れた時

に、タクシーで銅山越登山口まで行ったのですが、交通事情が悪く、残念ながら旧別子銅山跡を訪ねる銅山越ができず、タク

シーでそのまま戻りました。 私にとっては念願の別子山銅山越 Walk。別子山南側日浦登山口から別子山稜線「銅山越」に登

り、新居浜側「東洋のマチュピチュ」と呼ばれる別子銅山東平を経て、鹿森ダムサイト登山口まで 紅葉した谷に沿って続く

銅の道 旧別子銅山の遺構 集落跡や銅山諸施設の産業遺産をゆっくりながめながらの。walk。 念願の別子銅の道・銅山越

を踏破しました。  

別子山銅の道 Walkの道々でデジカメに撮り、スライド動画の映像資料にしましたので、  少し大部ですがご覧ください。  

なお 最近住友林業（株）のTVコマーシャルにこの旧別子銅山跡が自然再生の森として紹介されています。  

 2012.12.10. By Mutsu Nakanishi 

東洋のマチュピチュと呼ばれる旧別子銅山「東平」地区 

中西睦夫
スタンプ



 

 

    別子山緑の自然の中に静かにうずもれている旧別子銅山 ＆ 銅山と積出港 新居浜結ぶ銅の道・別子山銅山越 

      

        「 別子全別子全別子全別子全をををを    旧旧旧旧のあおあおしたのあおあおしたのあおあおしたのあおあおした姿姿姿姿にしてにしてにしてにして    これをこれをこれをこれを大自然大自然大自然大自然にかえさせねばならないにかえさせねばならないにかえさせねばならないにかえさせねばならない    」 明治３０年ごろ 伊庭貞剛   

明治半ばから始まった 銅山の煙害で丸裸の別子の山を緑の山へ １００万本の植林運動  約100年を経て 別子山に緑が復活 



     

東平第三通洞北口       東平貯鉱庫跡                    東平索道の停車場     東平歴史資料館・マイン工房 

 

                          別子山 銅山越  

    

 足谷集落跡            足谷 小学校跡        高橋製錬所跡       銅山越／目出度町 牛車道 

          東西に伸びる別子山の南北両側の山腹・谷に広がる旧別子銅山の産業遺産 

                                                                                                        

   



   

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタートの新居浜駅   

駅前上屋の柱にモニュメントとして旧別子銅山の

カラミ煉瓦が使われていました 



 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

 



 

 


